
 

平成１９年度予算  施策別概要 

 
 
 
                   31101 防災体制の整備    （防災危機管理部） 

                   31102  防災風土の醸成    （防災危機管理部） 
（主担当部：防災危機管理部）   31103  防災情報の共有化   （防災危機管理部） 

                   31104  災害に強い建築物の確保  （県土整備部） 

                   31105 緊急輸送ルートの整備   （県土整備部） 
                   31106 災害時医療体制の整備・被災者対策の推進 

                                    （健康福祉部） 

                   31107 消防力向上の支援   （防災危機管理部） 
                   31108 高圧ガス等の保安の確保（防災危機管理部） 

 

＜施策の目的＞ 
 （対象）多様な主体が 

 （意図）災害等に対して安全で安心できる基盤や体制づくりに取り組み、地域防災力を向上さ 

    せている。 
 

＜施策の数値目標＞ 

2010 ３６％  
目標値 

2007 ２８．７％ 

施策目標 

項  目 

（主指標） 

過去１年の間に、地域における防災活動に

参加した人の割合 
現状値 ２６．２％  

※ 過去１年の間に、自分が暮らす地域で実施された防災訓練や研修等の活動に参加した人の割合 

＜現状と課題＞ 
・東海地震、東南海・南海地震、内陸直下型地震や、台風、集中豪雨等による大きな被害が危惧

される中、誰もが安心できる災害に強い地域社会を築いていくことが求められています。その
ためには、県民の皆さんをはじめとする多様な主体による取組が必要であり、県民の皆さんの
防災への関心が高まっている今、それを「自助」「共助」の活動につなげていくことが課題で

す。また、大規模地震や台風等による災害からの減災を実現するためには、建築物の耐震化や
緊急輸送道路の整備等、災害に強い県土の基盤づくりとともに、災害発生時における救助・救
援活動、医療活動、輸送手段の確保等の初動対策を的確に実施できる防災体制の整備が必要で
す。 

・国民保護計画については、県および市町の計画が作成されたことから、今後は研修、訓練等を
通じて避難、救援方法等の検討を行い、市町、防災関係機関と連携し、計画を実効性あるもの
にしていくことが求められています。  

2010 １００％  
目標値 

2007 ３２％ 
第２次三重地震対策アクションプログラ

ムの進捗率 
現状値 －  

2010 ８５％  
目標値 

2007 ７８．５％  

 県の取組 

 目標項目 

（副指標） 
自主防災組織の訓練等実施率 

現状値 ７５．４％  

 

３１１ 防災対策の推進 



 

＜平成１９年度の取組方向＞ 
①「みえ地震防災の日」を中心に、自主防災組織等が交流し、共に学び合う場づくりを行うほか、
継続的な啓発活動を実施し、地域主体の防災活動の活性化をはかります。また、市町が実施す

る津波対策や災害時要援護者の避難対策等を支援し、地域防災力の向上をはかります。 
②災害に強い県土の基盤や体制づくりとして、広域防災拠点施設や緊急輸送道路等の整備を進め
るとともに、地域の災害医療体制の構築等に取り組みます。 

③消防力向上のため、市町の消防体制の一層の充実・強化をはかる観点から広域化を推進します。 
④「三重県国民保護計画」の実効性を高めるため、訓練や研修等を実施します。 
 
＜主な事業＞ 
①（一部新）（重）みえの防災活力支援事業【基本事業名：31102 防災風土の醸成】 
  予算額：⑱ ６３，４６７千円 → ⑲ ５１，６０１千円 
  事業概要：県内各地で自主的な防災活動を行っている団体の表彰や交流の場づくりを行うと       
      ともに、メディアを活用した啓発活動等を引き続き実施します。 
 
②（新）（重）いのちを守る減災対策推進事業【基本事業名：31101 防災体制の整備】 
    予算額：⑱    －      千円  →  ⑲ １２６，０００千円 
  事業概要：地震・津波からの被害の軽減を目的に、市町が実施する津波対策、孤立対策、避

難所の耐震化、災害時要援護者対策について支援します。 
 
③（重）広域防災拠点施設整備事業【基本事業名：31101 防災体制の整備】 
  予算額：⑱ ３１３，９８０千円 → ⑲ ４２２，７２８千円 ＊ 
  事業概要：災害時における応急対策の活動拠点となる広域防災拠点について、東紀州地域で         

      の整備を引き続き実施するとともに、伊勢志摩地域における整備について検討を進
めます。 

 
④（重）緊急輸送道路整備事業【基本事業名：31105 緊急輸送ルートの整備】 
  予算額：⑱ ２，２５７，７４６千円 → ⑲ ２，２７３，５５４千円 ＊ 
  事業概要：災害発生時の救助救援活動や、災害発生後の復旧活動を円滑に実施できるよう、

緊急輸送道路の整備を計画的に進めます。                           

 
⑤（重）災害医療体制強化推進事業 

【基本事業名：31106 災害時医療体制の整備･被災者対策の推進】 
予算額：⑱ １３０，４４３千円 → ⑲ ５９，８９４千円 
事業概要：災害時の医療体制の充実強化を図るため、地域の関係機関が連携した災害医療体

制の構築や災害時に適切に対応できる医療従事者の育成に取り組むとともに、医療
施設の耐震化を促進します。 

  
⑥（新）消防広域化推進事業【基本事業名：31107消防力向上の支援】 
  予算額：⑱  － 千円 → ⑲ ４，４２０千円 
  事業概要：県内の消防体制について、一層の充実・強化をはかる観点から、広域化推進計画 
      を策定し、消防本部の広域化を推進します。 
 
⑦ 国民保護対策費【基本事業名：31101 防災体制の整備】 
  予算額：⑱ ７，７５６千円 → ⑲ ７，１６１千円 
  事業概要：「三重県国民保護計画」に基づき、訓練等を実施するとともに、具体的な避難、 

救援方法の検討を進めます。              


